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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　具体的に示します．感染確率は，一般に室内の粒子濃度の指数分布で予測されることが知られており，こちらの式で求められます．また，一人の感染者がある一定時間後に感染させる人数である基本再生産数は，こちらの式で示されます．実際にこちらの計算条件で，活動状態や換気量を変え算出した結果がこれらの図です．例えば，建築基準法で定められた一人当たりの換気量である30m3/hでは，感染者の活動状態が軽い運動以上であると室内に空気感染者が1人以上発生するという算出結果が得られました．�　この算出方法を用いて実際に私を含む学生が普段利用しているC203室における感染リスクを評価しました．その結果については後程示します．
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず解析モデルについて説明します．本研究では空調用エネルギー消費量算出のために，ビル用マルチエアコンを対象としました．空調機は室内機は定格冷房能力7kWを4台，室外機1台とし，室内機での除湿も考慮しました．部屋のモデルにの寸法は10×12×2.7mとし，室内の温度と湿度の算出の際は部屋は集中定数近似として計算を行いました．換気を行う際は，流入量と流出量は等しいと仮定し，換気量は推奨値の30のほかに，40，0と３つの条件で計算を行いました．
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず，3.1に示した二酸化炭素濃度を用いた新型コロナウイルスの空気感染リスクの予測方法を用いて具体的に感染リスクの推定を行う．2021年12月14日の測定CO2濃度から，室内に感染者が1人いたと仮定して，室内感染粒子濃度，感染確率，ならびに基本再生産数を計算した．表6.1に2021年12月14日のC203室におけるCO2濃度の実測結果と在室者数の記録から，感染確率の算出に必要な計算条件を示す．感染リスクを推定するにあたって重要となるのが，感染者が排出するウイルス感染粒子発生数𝑞[quanta/min]である．感染者が吐く唾中のウイルス量 𝑐 v [RNAcopy/mL]は，感染者の病状が進行中の時，または，無症状の時は109，ウイルス感染粒子と感染量との比 𝑐 𝐢 [1/ RNAcopy]は，SARS-CoV-1のデータの中で最も高い0.1を採用した．また，感染者の活動状態はデスクワーク程度と考えられるので吸入率は𝐼𝑅=0.0053[m3/min]，呼気活動は声に出して数を数える状態と呼吸のみの平均値とした．換気量は全熱交換器の風量が強設定であり，かつ，隙間風なども考慮して 𝑄 venti =393.6[m3/h]とした．
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